
 
 

 

る
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
ま

し
た
。 

一
年
間
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

   

   

９
５
９
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
最
後
に
渡
辺
議
長
に
よ

る
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
ま

再
任 

生
駒
美
由
紀(

電
機
連
合) 

新
任 

伊
藤
ひ
と
み
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
） 

再
任 

小
関
真
紀
子
（
県
教
組
） 

連合山形 舘

特賞

   

   

   

地
協
役
員
が
「
連
合

愛
の
カ
ン

パ
」
の
募
金
箱
を
持
っ
て
各
テ
ー

ブ
ル
を
回
っ
た
と
こ
ろ
、
￥
９
，

９
５
９
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し

《
事
務
局
長
》

昇
任 

加
藤
恵
美
子
（
全
労
金
） 

《
委
員
》 

舘内副事務局

賞が当たった

   

   

   

機
能
付
き
空
気
清
浄
機
）
は

高

教
組
の
阿
部
清
一
さ
ん
（
地
協
幹

事
）
が
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
協
役
員
が
「
連
合
・
愛
の
カ
ン

《
副
委
員
長
》

再
任 

伊
藤
陽
子
（
高
教
組
） 

新
任 

佐
藤
和
佳
（
自
治
労
） 

局長より連帯

た高教組 阿部

   

   

   

の
阿
部
智
紀
副
議
長
の
進
行
に

よ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
や
抽
選

会
を
行
い
ま
し
た
。
特
賞
（
加
湿

機
能
付
き
空
気
清
浄
機
）
は
、
高

《
２
０
１
５
年
度
役
員
体
制
》 

《
委
員
長
》 

再
任 

三
宅
麻
子
（
Ｊ
Ｐ
労
組
） 

帯のあいさつ 

部さん 

   

   

   
和
セ
ン
タ

佐
藤
勝
幸
議
長
の

音
頭
で
乾
杯
を
し
ま
し
た
。 

余
興
で
は
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部

の
阿
部
智
紀
副
議
長
の
進
行
に

し
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
役
員
体
制
は
次
の
通
り

で
す
。 

 

   

   

   

山
正
利
真
室
川
町
議
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
賓
に

よ
る
鏡
開
き
の
後
、
最
上
地
区
平

和
セ
ン
タ
ー
佐
藤
勝
幸
議
長
の

員
長
が
休
職
中
の
た
め
、
伊
藤
副

委
員
長
が
挨
拶
を
し
、
そ
の
後
、

活
動
報
告
、
活
動
方
針
を
提
起

し

し

   

   

   

成
支
部
長

社
民
党
新
庄
最
上
支

部
今
田
雄
三
支
部
長
、
議
員
団
を

代
表
し
、
伊
藤
操
新
庄
市
議
、
外

山
正
利
真
室
川
町
議
か
ら
ご
挨

た
。
来
賓
と
し
て
地
協
渡
辺
議

長
、
伊
藤
操
新
庄
市
議
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
宅
委

じゃ

来賓による

   

  

  

代
表

て
連
合
山
形
舘
内
悟
副

事
務
局
長
、
政
党
を
代
表
し
民
主

党
山
形
県
第
３
総
支
部
吉
田
大

成
支
部
長
、
社
民
党
新
庄
最
上
支

民
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
に
て
、
連
合

新
庄
最
上
地
協
「
第
２
４
回
女
性

委
員
会
総
会
」
を
開
催
し
ま
し

来
賓

し
て
地
協
渡
辺
議

ゃんけん大会

る鏡開き 

   

  

  

に
て

連
合
山
形
新
庄
最
上
地
域

協
議
会
「
２
０
１
５
新
春
旗
び
ら

き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
を

代
表
し
て
連
合
山
形
舘
内
悟
副

１
２
月
１
８
日
（
木
）
新
庄
市

民
プ

ザ

ホ

ル

て
、
連
合

会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
月
１
４
日
（
水
）
大
地
会
館

に
て
、
連
合
山
形
新
庄
最
上
地
域


